
院

政

期

興

福

寺

考

兀

木

泰

雄

は

じ

め

に

天
台
座
主
慈
円
が
、
そ
の
著
書

『
愚
管
抄
』

に
お

い
て
、
保
元
の
乱
を
武
者

の
世

の
到
来
を
告
げ
る
画
期
と
評
し
た
こ
と
は
周
知
に
属
す

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は

こ
の
兵
乱

の
中

で
武
者

の
他

に
も
合
戦

の
担

い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
た
武
装
集
団
が
あ

っ
た
。
治
天

の
君
鳥
羽
院
の
後
継
者
と
し
て
国
家
権
力
を
掌
握
し
、
い
ち
早
く
有

力
武
士
を
動
員
し
た
後
白
河
天
皇

・
関
白
藤
原
忠
通
方
に
対
し
、
劣
勢

に
立
た
さ
れ
た
左
大
臣

・
藤
原
氏
長
者
頼
長
は
、
軍
議

に
際

し
て
献
策
さ
れ
た
先
制

の
夜
襲
案
を

①

却
け
、
南
都

の
衆
徒
信
実

・
玄
実

ら
の
来
援
を
待

つ
よ
う

に
命
じ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。

こ
の
こ
と
は
、

乱
後

に
信
実

・
玄
実
ら

が

「
同
訓
意
左
大
臣
ハ

発
ゴ
遣
悪
僧

こ

②

し
た
と
し
て
所
領
を
没
官
さ
れ
た

『
兵
範
記
』

の
記
事
に
よ

っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
院
政
期

に
南
都

・
北
嶺
と
並
称
さ
れ
た
権
門
寺
院

の
う
ち
、
南
都

の
重
鎮

た
る
興
福
寺
悪
僧

の
武
力
は
、
重
大
な
兵
乱

に
お
け
る
主
要
な
戦
力
と
評
さ
れ
る
ほ
ど

に
強
大
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
い
か
に
強
大
な
勢
力
を
誇

り
、
氏
長

者

の
命

を
受
け
た
と
は
言
え
、
本
来
寺
院

の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
轍
訴

・
他
寺
社
と
の
抗
争
を
行
な

っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
悪
僧
が
、
世
俗

の
政
治
動
向
に
介
入

し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
行
動
で
あ

る
。

③

む
ろ
ん
、
そ

の
背
景
に
は
、
旧
稿

で
も
ふ
れ
た
藤
原
忠
実

・
頼
長
父
子
に
ょ
る
信
実
以
下
の
悪
僧

の
統
制

・
組
織
化
が
介
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
忠
実

に
背

い
て

関
白

の
地
位

に
固
執
し
た
忠
通
や
院
近
臣
と

し
て
拾
頭
し
つ
つ
あ

っ
た
藤
原
氏
支
流
と
い

っ
た
対
抗
勢
力

の
抑
圧
、
さ
ら
に
傲
訴
し
た
悪
僧
と
鳥
羽
法
皇
と
の
直
接
的
な

衝
突

の
回
避
等

の
目
的

の
た
め
に
、
十
二
世
紀
四
十
年
代
以
降
忠
実
は
悪
僧

の
首
領
信
実
を
介
し
た
興
福
寺

の
統
制
を
実
現
し
た

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
保
元

の
乱

直
前

に
お
け
る
興
福
寺
は
、
政
治
的
に
氏
長
者

の
も
と

に
従
属
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
権
門
と
し
て
の
摂
関
家
に
包
摂
さ
れ
る
存
在
だ

っ
た
と
言
え
る
。

院
政
期
興
福
寺
考
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院
政
期
興
福
寺
考

さ
て
、

こ
こ
で
当
然
問
題
と
な
る
の
は
、
権
門
と
し
て
の
摂
関
家

に
内
包
さ
れ
る
に
至
る
権
門
寺
院
興
福
寺

の
側

の
動
向

で
あ
る
。
忠
実
が
悪
僧
信
実
を
介
し
て
寺
内

統
制

に
成
功
を
収
め
た
原
因
も
、
こ
れ
を
受
容
し
た
興
福
寺

の
事
情
を
無
視
し
て
は
十
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
本
稿

で
は
、
忠
実

に
よ
る
統
制

の
前

提
と
な

っ
た
、
白
河
院
政
期
及
び
鳥
羽
院
政
初
期
に
お
け

る
興
福
寺

の
内
情

・
政
治
的
立
場
を
解
明
し
て
ゆ
く

こ
と

に
し
た
い
。

以
下
、
右

の
課
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
次

の
順
序

で
行
論
す

る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
藤
原
氏

の
氏
寺
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
興
福
寺

に
と

っ
て
、
摂
関
政
治
か
ら

院
政

へ
の
移
行
は
そ
の
政
治
的
立
場

に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑

い
な

い
。

一
方
、
権
門
寺
院
と
為
政
者
と

の
関
係
、
対
立

.
矛
盾
等
を
最
も
端
的

に
示
す
も

の

は
、
傲
訴
を
中
心
と
す
る
僧
徒

の
入
洛
行
動
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
権
門
寺
院

に
よ
る
僧
徒
入
洛

(
未
遂
も
含
む
)

の
事
例
を
取
り
上
げ

て
、
摂
関
期
と
院
政
期
、
あ

る
い
は
興
福
寺
と
そ
れ
以
外

の
権
門
寺
院

の
傲
訴
回
数

・
事
由

の
比
較
検
討
、
さ
ら
に
院
政
期

に
お
け

る
興
福
寺
傲
訴

の
具
体
的
分
析
を
行
な
う
。
こ
れ
に
よ

っ
て
院
政

期
に
興
福
寺
が
お
か
れ
た
政
治
的
立
場
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

に
対
応
す

る
寺
内

の
動
向
を
通
し
て
、
悪
僧
信
実
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
前
提
を
探

る
こ

と
に
す

る
。

一
、
興
福
寺
傲
訴

の
特
質

一176一

▼

有
力
な
寺
社
が
独
自

の
武
力
を
保
有

し
て
、
為
政
者
と
衝
突

・
抗
争
を
繰
返
す

こ
と
は
、
日
本
中
世
史
上

の
大
き
な
特
色

の

一
つ
で
あ
る
。
か
か
る
抗
争

の
回
数

.
規

模
は
、
為
政
者
に
対
す
る
権
門
寺
院

の
反
発

の
強
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
僧
綱
員
数
や
公
請

の
回
数
と

い

っ
た
制
度
面
に
は
表
現
さ
れ
な
い
、
権
門
寺
院

の
政
治
的
力
量

を
物
語
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
か
か
る
騒
擾
の
原
因
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
為
政
者
と
権
門
寺
院

の
対
立

・
矛
盾
点
を
知
り
得
る
と
と
も
に
、
寺
院
の
政
治
的

立
場
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、

以
下
の
本
章
で
は
、

摂
関
～
後
白
河
院
政
期

に
お
け

る

傲
訴
以
下
僧
徒
入
洛

に
よ
る
騒
擾
を
表
示

し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
時
期
を
逐

っ
て
の
変
遷
、
興
福
寺
と
他
寺
院
と

の
対
比
等
を
検
討
し
、
興
福
寺

に
お
け
る
騒
擾
原
因

の
特
質
を
考
察
す
る
。

④

僧
徒

の
轍
訴

・
入
洛

の
発
生
か
ら
、
内
乱
直
前
ま
で
の
事
例
を
列
挙
し
た
の
が
表
で
あ
る
。
す
で
に
九
世
紀

の
史
料
に
僧
侶

の
濫
行

は
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
延
喜
十
四

(
九

一
四
)
年

の
三
善
清
行
に
よ
る
有
名
な
意
見
封
事
十

二
箇
条
に
も

「
請
レ禁

二諸
国
僧
徒
濫
悪
及
宿
衛
舎
人
凶
暴

一事
」

と
し
て
、

地
方
に
お
け
る
私
度
僧
禁
圧

の
急

務
が
奏
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
基
以
来
二
百
年
振
り
の
大
僧
正
と
し
て
、
ま
た
右
大
臣
藤
原
師
輔
に
接
近
し
そ
の
子
尋
禅
を
門
弟
に
迎
え
て
山
門

の
世
俗
化
を
進



僧
徒

(神
人
)
の
入
洛

・
傲
訴
等
為
政
者
と
の
騒
擾

事
例
番
号

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳⑳

㎜

⑳

年

号

安
和
元
(九
六
八
)

天
元
4
(九
八

]
)

寛
和

2
(九

八
六
)

窪見
弘

3
(
一
〇
σ
六
)

寛
仁
元
(
一
〇

一
七
)

長
元
元
(
一
〇

二
八
)

長
暦

2
(
一
〇
三
八
)

〃

3
(
一
〇
三
九
)

浴
暦
2
(
δ

六
山ハ
)

承
暦

3
二

〇
七
九
)

永
保
元
(
一
〇
八

一
)

〃

2
(
一
〇
八
二
)

応
徳

2
(
一
〇
八
五
)

寛
治

6
(
一
〇
九

二
)

〃

〃

7
(
一
〇
九
三
)

嘉
保

2
(
一
〇
九
五
)

康
和

4
(
工

〇
二
)

-
隔〃

〃

5

(
二

〇

三
)

〃

ig闘971・ ・361
12… 1・ ・1672、 ・217旨 月

22182017252 7!18!2713;22',13,26'15;151Q

寺

社

名

興
福
寺

慈
覚
門
徒

II
　　 　 　　 　 ロ　 ロ

III

7319185'10.8
11

..

22i25 2815 8:24:26

-
(延
暦
寺
汐

興
福
寺
如
-

-
"

金
峯
山

延
暦
寺

-
-
留
興
福
寺

延
暦
寺

多
武
峯

熊

野

興
福
寺

日
吉
社

延
暦
寺

興
福
寺

延
暦
寺

〃

興
福
寺

1

事

由

東
大
寺
と
の
抗
争

法
性
寺
座
主
余
慶
改
補

備
前
守
藤
原
理
兼
に
よ
る
庄
園
損
亡

大
和
守
源
頼
親
を
訴
う

不

明

大
和
守
藤
原
保
昌
を
訴
う

明
尊
の
天
台
座
主
補
任
を
愁
う

〃

不

明

低
臥
馴
当
の
改
補
を
要
求

興
福
寺
の
濫
行
を
訴
う

尾
張
国
館
人
の
大
衆
殺
害
を
訴
う

寺
領
の
押
領
を
訴
う

神
人
を
凌
礫
せ
る
藤
原
為
房
ら
を
訴
う

同
右
に
よ
り
為
房
配
流
を
訴
う

東
大
寺

興
福
寺

近
江
守
高
階
為
家
を
訴
う

美
濃
守
源
義
綱
を
訴
う

仁
源
の
法
成
寺
別
当
補
任
を
要
求

別
当
覚
信
の
院
勘
停
止
を
要
求

興
福
寺
狼
籍
を
訴
う

維
摩
会
竪
義
者
交
替
を
要
求

延
暦
寺

不

明

院
政
期
興
福
寺
考

結

不
明
、
疑
問
あ
り

余
慶
辞
任

不

明

寺
司
ら
公
請
停
止

不
明
、
疑
問
あ
り

不

明

不

明

追
却
さ
る

不
明
、
疑
問
あ
り

追
却
さ
る

実
検
使
下
向

、不

呪

不

明

為
房
解
官

〃

配
流

為
家
配
流

追
却
さ
る

仁
源
補
任

不
参
洛

白
河
院
沙
汰

忠
実
許
可

.
追
却
さ
る

果
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院
政
期
興
福
寺
考

事
例
番
量

年

口万

月

・
日

寺

社

名

事

由

一

不
参
洛

結

果

長
治
元

(
一
一
〇
四
)

2

・

15

石
清
水
八
幡

修
理
別
当
補
任
を
要
求

..

___

⑫!⑪ ⑩ ⑲ ⑱1⑰1⑯ ⑳ ⑭ ⑬ ⑫ ⑳ ⑳ ⑲1⑱i⑳1⑳1⑳ ⑳

長

治

2

(
一

一
〇

五
)

44

29'1

(3)431086
1

201,23!30'2923

1

1

延
暦
寺

〃〃〃

天

仁

元

(
一

一
〇

八

)

-
陸

永
久
元
2〃〃〃し

〃

4

(
一

,
〃

元

永

元

(
一

保

安

元

(
一

〃

4

(
一

三

)

一
六
)

一
一
八
)

一
二
〇

)

一
二
三

)

大

治

4

(
一

一
二
九

)

保

延

3

(
一

二
二
七

)

〃

4

(
一

一
三

八
)

〃

117185}10189

11118123}22・1611330[1

円
宗
寺
探
題
改
補
を
要
求

日
吉

・
祇
園
社

延
暦
寺

〃

延
暦
寺
・園
城
寺

〃

〃

興
福
寺

延
暦
寺

〃

興
福
寺

延
暦
寺

興
福
寺

園
城
寺

延
暦
寺

興
福
寺

延
暦
寺

⑬

一

〃

5

(
一

⑭

天

養

元

(
一

⑮

久

安

3

(
一

陵

一
三

九

)

3

一
四

四
)

11

一
四

七
)

4411旨3412

111°7
162712917

興
福
寺

ー

〃
延
暦
寺

興
福
寺

〃

延
暦
寺

冒

〃

清
水
寺
別
当

・
改
補
を
訴
う

興
福
寺
別
当
配
流
を
要
求

興
福
寺
僧
徒
と
合
戦

興
福
寺
僧
配
流
停
止
を
要
求

一
座
主
仁
豪
の
改
補
を
要
求

讃
岐
守
藤
原
顕
能
を
訴
う

「
北
白
河
法
勝
寺
末
な
る
訴
」

筑
前
安
楽
寺
別
当
補
任
を
要
求

和
泉
守
源
雅
隆
を
訴
う

一
検
非
違
使
中
原
範
政
ら
を
訴
う

大
宰
権
帥
藤
原
季
仲
を
訴
う

同
右
及
び
石
清
水
別
当

・
検
非
違
使
等
を
訴
う

尊
勝
寺
灌
頂
阿
闇
梨
改
補
を
要
求

越
前
で
追
捕
さ
れ
た
悪
僧
ら
の
釈
放
を
要
求

清
水
寺
別
当
長
円
を
襲
撃

玄
覚
を
超
越
し
た
定
海
の
僧
正
補
任
を
訴
う

賀
茂
社
司
の
日
吉
祭
参
加
禁
止
を
要
求

別
当
隆
覚
停
任
を
要
求

大
和
守
源
忠
清
を
訴
う

越
前
白
山
の
末
寺
化
を
要
求

白
河
院
許
可

不

明

…

砂

十
二
月
計
日
、
季
仲
を
配
流

追
却
さ
る

白
河
院
許
可

-ー
〃
-

白
河
院
悪
僧
ら
を
処
罰

武
士
に
防
が
る

追
却
さ
る

追
却
さ
る

不
刎
洛

⊥
螂
包
碧

不
参
洛

、}
麗
隆
停
任

一
追
却
さ
る

鳥
羽
院
検
非
違
使
ら
に
興
福
寺
を
追
捕
せ
し
む

鳥
羽
院
許
可

鳥
羽
院
許
可

追
却
さ
る
。
た
だ
し
同
年
十
二
月
隆
覚
辞
任

忠
清
、
石
見

へ
遷
任
す

追
却
さ
る

一178一



事
例
番
号

⑯⑰⑱⑲⑳⑪⑫⑭55
、
⑯⑰⑲⑳

年

久

安

3

(
一

〃

4

(
一

久

安

6

(
一

久

寿

元

(
一

永

暦

元

(
一

応

保

2

(
一
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寺

社

延
暦
寺

興
福
寺

〃

延
暦
寺

〃〃〃〃

興
福
寺

延
暦
寺

〃

興
福
寺

〃"

;

-

延
暦
寺

〃

名

事

由

播
磨
守
忠
盛
父
子
配
流
を
要
求
(祇
園
社
頭
の
闘
乱
)

不

明

興
福
寺

・
清
水
寺
別
当
補
任
を
要
求

加
賀
住
人
林
光
家
の
赦
免
取
消
を
要
求

筑
前
竈
門
宮

・
安
楽
寺
の
焼
亡
等
を
訴
う

覚
忠
の
天
台
座
主
補
任
を
愁
う

筑
前
安
楽
寺
の
末
寺
化
を
要
求

興
福
寺
と
抗
争
、
清
水
寺
焼
打

天
台
座
主
ら
の
配
流
要
求

尾
張
知
行
国
主
藤
原
成
親
ら
を
訴
う

成
親
ら
の
配
流
を
要
求

前
下
野
守
信
遠
ら
配
流
と
荘
園
末
寺
新
立
を
要
求

平
重
盛
家
人
の
神
人
殺
害
を
訴
う

延
暦
寺
処
罰
、
寺
僧
宥
免
を
要
求

加
賀
守
藤
原
師
高
ら
を
訴
う

〃

の
配
流
を
要
求

結

果

武
士
に
防
が
る

忠
実
の
命
に
よ
り
帰
参

隆
覚
興
福
寺
別
当
に
還
補

鳥
羽
院
許
可

不

明

覚
忠
辞
退

不
許
可

清
盛
防
禦
せ
ず

裁
許
あ
り

成
親
配
流
(取
消
さ
る
)

成
親
配
流

不
参
洛

追
却
さ
る

追
却
さ
る
。
南
都
十
五
大
寺
所
領
没
官

追
却
さ
る

師
高
ら
配
流
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※
毒◎
は
上
洛

の
動

き
は
な
か

っ
た
も

の
の
、
重

要
な
政

治
的
意

味
を
有
す
る
た

め
に
掲
げ

た
。

・
原

則
と
し
て
寺
院
相
互

間

の
闘
乱
は
除
外

し
た
。

・
①

・
⑤

・
⑨

の
疑
問
点

に

つ
い
て
は
勝
野

隆
信
氏
著

『
僧
兵
』
(
日
本
歴
史
新
書
、
至
文
堂

)
参

照
。

・
以

下
の
本
文
中

で
表

の
事
例

に
言
及
す

る
場
合

は

「
事
例
①

」
と

い
う
形
式

で
表
示
す

る
。

・
延
暦
寺
撤
訴

に
日
吉
社

神
人
等
が
、
ま
た

興
福
寺
傲

訴
に
春

日
社

神
人
等

が
帯
同
し
た
場
合
も
、
各

々
延
暦

寺

・
興
福
寺
と
表
記

し
た
。

・
月

の
0
は
閏
月
を

示
す

。

院
政
期
興
福
寺
考



院
政
期
興
福
寺
考

⑤

め
た
天
台
座
主
と
し
て
も
著
名
な
良
源
が
、
天
禄
元

(九
七
〇
)
年

に
定
め
た
二
十

六
条
か
ら
成
る
制
式
で
は
、
兵
侯
を
帯
し
た
悪
僧
が
延
暦
寺
内
外
を
横
行
し
暴
逆
を

事
と
し
て
い
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
僧
徒

の
武
装
は
、
本
来
修
学

の
場
で
あ
る
べ
き
寺
院
内

に
も
及
ん
だ

の
で
あ
り
、
こ
れ

こ
そ
が
、

い
わ
ゆ

る
悪
僧

の
本
格
的
な
出

⑥

現
を
物
語
る
最
初
の
史
料
な

の
で
あ
る
。
以
後
、
摂
関

・
院
政
期
を
通
し
て
、
悪
僧

に
よ
る
騒
擾
は
相
次

い
で
発
生
す

る
が
、
表
を

一
見
し
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
そ
の

大
部
分

は
延
暦
寺
及
び
興
福
寺

に
よ

っ
て
惹
起
さ
れ

て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
両
者

の
事
例

の
対
比
を
中
心
に
論
を
進

め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
時
期
ご
と

の
変
化
を
見
る
と
、
十

一
世
紀
後
半
以
降

に
か
か
る
騒
擾
が
激
増
し
た
こ
と
は
明
白
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
傲
訴
の
激
化

は
院
政

の
成
立
と
符
合
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
そ
れ
以
前

の
摂
関
期
に
お
い
て
は
、
件
数
も
少
な
く
、
し
か
も
真
偽

に
つ
い
て
も
疑
問
が
あ
る
事
例
も
見
出
さ
れ

る

(
事
例
①
⑤
⑨
な
ど
)
。

し
か
し
、
注
意
し
て
お
く
べ
ぎ
点
も
い
く

つ
か
あ
る
。
第

一
に
、
藤
原
氏

の
氏
寺
た
る
興
福
寺
と

い
え
ど
も
荘
園
等

の
収
公
な
ど
国
司

に
ょ
る
圧
迫
を
受
け
、
傲
訴

・
愁

訴
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
要
求
が
摂
関
ら
に
よ

っ
て
必
ず

し
も
容
認
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る

(
事
例
④
)
。

当
時
、
受
領

の
人
事
権
が
摂
関

の
掌
中
に
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
す
な
ら
ば
、
摂
関
と
興
福
寺
と

の
関
係
を
窺
知
し
得
る
事
態
と
言
え
よ
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
他

の
事
例
も
含
め
て
後
述

に
委
ね
る

こ
と
に
す
る
。

一
方
、
興
福
寺
と
は
対
照
的
に
延
暦
寺
系

の
入
京
事
件

の
原
因
は
い
ず
れ
も
有
力
寺
院

の
座
主
人
事
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ

っ
た

(
事
例
②
、

⑦
、

⑧
)
。

延
暦
寺
系
の
荘
園
に
関
す
る
事
件
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
原
因
に

つ
い
て
は
速
断
し
得
な

い
が
、
先
述
し
た
良
源
や
摂
関
家
出
身
の
座
主
尋
禅

の
出
現
な
ど
、
寺
司
と
摂

⑦

関
家

の
近
接
と
無
関
係
で
は
あ

る
ま
い
。
忠
平
が
建
立
し
た
法
性
寺
座
主
補
任
が
騒
擾

の
原
因
と
な

っ
た
こ
と
も
右
を
裏
付
け
る

(
事
例
②
)
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
私
領
を
め
ぐ
る
国
司
と

の
対
立

・
衝
突
と
、
本
寺
及
び
主
要
寺
院

の
別
当

・
座
主
等

の
人
事
や
僧

の
賞
罰
を
め
ぐ

る
紛
争

は
、
権
門
寺
院

に
よ
る
傲
訴

の
最
大

の
原
因
と
な
る
。
以
下
、
傲
訴
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
白
河
院
政
期

の
事
例
を
検
討
し
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

応
徳
三

(
一
〇

八
六
)
年
十

一
月

に
開
始
さ
れ
、
大
治
四

(
一
一
二
九
)
年
七
月
七
日
に
お
け
る
そ
の
死
去

に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
た
白
河
院
政

は
、
院

の
政
治
主
導

権
確
立
を
め
ぐ

っ
て
い
く
つ
か
の
画
期
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
最
大
の
も

の
の

一
つ
は
承
徳
三

(
一
〇
九
九
)
年
六
月

二
十
八
日
の
関
白
藤
原
師
通
急
逝
と
そ
の

⑧

後

の
摂
関
断
絶
で
あ
る
。
そ
し
て
同
院
政
期
間
中

の
傲
訴

二
十
六
例

の
大
半

二
十

二
例
は
、
師
通
死
後

に
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
白
河
院
政
期

こ
そ
は
傲
訴
が
本
格
化

し
た
時
期
と
言
え
よ
う
。
さ
て
表

に
よ
る
な
ら
ば
、

二
十
六
例
中
で
延
暦
寺

・
日
吉
神
社
関
係

の
事
例
が
十
五
あ
る
の
に
対
し
、
興
福
寺

.
春
日
神
社
関
係

は
七
例
で
第

二
位
を
占
め
、
や
は
り
こ
の
両
者
が
傲
訴

の
中
心
で
あ

る
。
ま
た

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う

に
、
傲
訴
の
事
由

の
大
半
は
先
述
し
た
二
大
要
因

の
地
方

の
荘
園

.
末

寺
等

の
私
領
を
め
ぐ
る
国
司

・
在
庁
ら
と

の
抗
争
、
ω
本
寺
及
び
中
央
主
要
寺
院

・
法
会

に
お
け

る
人
事

・
賞
罰
を
め
ぐ
る
紛
争
1

が
も
と
に
な

っ
て
い
る
。
次
に
延
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暦
寺
側
と
興
福
寺
側

の
各
々
の
傲
訴
事
由

に
つ
い
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
摂
関
期

に
は
人
事
問
題
中
心
で
あ

っ
た
延
暦
寺
側
で
は
、
日

に
関
す
る
事
例
と
し
て
⑭

⑮

(
同

一
事
件
)
、
⑰
、
⑳
⑳

(同

一
事
件
)
、
⑳
、
⑳
と
七
例

(
五
事
件
)

と
な
る
の
に
対
し
、
口

に
関
す
る
事
例

は
、

⑱
、
⑳
、
⑱
⑳

(
同

一
事
件
)
、

⑭

の
五
例

(
四
事
件
)

で
あ
る
。

一
方
、
興
福
寺
側

で
は
、
e

に
関
す
る
事
例
が
⑯
、
⑳
、
@

の
三
例
、
口

に
関
す
る
も
の
と
し
て
⑲
、
⑳

、
⑳
、
⑳
の
四
例
が
指
摘
し
得
る
。

9

に
関
す

る
両
者

の
事
例
を
比
較
す

る
と
、
さ
し
て
顕
著
な
異
同
は
な
く

、
共

に
こ
の
時
期
に
荘
園
領
主
と
し
て
発
展
し

つ
つ
あ
り
、
と
く

に
そ
の
最
先
鋭
的
役
割
を

担

っ
た
日
占

・
春

日
神
社
神
人
と
国
司

の
紛
争
が
事
件

の
発
端
と
な
る
場
合
が
目
立

つ
点
も
共
通
す
る
。
な
お
、
傲
訴

の
要
求
、
と
り
わ
け
院
近
臣
が
多

い
国
司
配
流
が

⑨

実
現
す
る
か
否
か
は
、
法
皇

の
恣
意
、
そ

の
時

の
政
情

に
委
ね
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
成
否
の
比
率

は
権
門
寺
院
の
政
治
的
力
量
と
は
必
ず
し
も
関
係

は
し
な

い
。

こ
れ

に
対
し
、
口
に
関
す
る
事
例

で
は
注
目
す
べ
き
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
ず
延
暦
寺
関
係

で
は
事
例
⑱
⑳

の
尊
勝
寺
灌
頂
阿
閣
梨
問
題
が
白
河
院

に
よ
る
東
寺
僧
起
用

に

⑩

よ
る
も

の
で
は
あ

っ
た
が
、
事
例
⑱
、
⑳

は
従
来
か
ら
見
ら
れ
た
園
城
寺
と

の
対
立

の
所
産
、
事
例
⑭
は
内
紛
が
原
因

で
、
摂
関
期

の
問
題
と
さ
し
て
重
大
な
変
化
は
な

い
。
こ
れ

に
対
し
興
福
寺
関
係

で
は
、
元
来
摂
関
期
に
は
な
か

っ
た
人
事
問
題

の
発
生
自
体

に
注
目
す
べ
き

で
あ
り
、
し
か
も
事
例
⑲
、
⑳
は
院
に
よ
る
寺
僧
処
罰
が
原

因
、
ま
た
事
例
⑳
も
院
の
強
引
な
補
任
が
発
端
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
白
河
院
政

の
成
立
に
と
も
な

っ
て
、
興
福
寺
系

の
主
要
寺
院

に
お
け
る
人
事
を
め
ぐ
る

紛
争
が
目
立
ち
始
め
た
こ
と
が
、
こ
の
時
期

の
大
き
な
特
徴

で
あ

る
。
さ
ら
に
続
く
鳥
羽
院
政
期

の
事
例
で
は
、

こ
う
し
た
傾
向
が

一
層
顕
著
と
な
る
。

白
河
法
皇
が
死
去
し
た
直
後

か
ら
保
元
元

(
一
一
五
六
)
年
ヒ
月
ま
で
二
十
七
年
に
及
ん
だ
鳥
羽
院
政
期

に
は
、
延
暦
寺

・
日
吉
神
社
関
係
四
例

に
対

し
、
興
福
寺

.

春

日
神
社
関
係
六
例
の
、
合
計
十
の
事
例
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の

の
地
方
荘
園

・
末
寺
関
係
の
も
の
は
延
暦
寺

に
関
す
る
事
例
⑮
、
⑲

の
二
例

の
み
で
興
福

寺

に
は
な
く
、
逆
に
爲

の
寺
司

の
人
事
関
係

の
事
例
は
延
暦
寺

に
は
見
ら
れ
ず
、
興
福
寺
関
係

の
み
、
事
例
⑩
、
⑪
、
⑬
、
⑱

の
四
例
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
場
合
で
も
⑩
、
@

の
よ
う
に
院

に
ょ
る
人
事
が
紛
争

の
原
因
と
な

っ
て
い
る

の
で
あ
り
、
院
と
興
福
寺

の
間

の
人
事
を
め
ぐ
る
対
立
は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
い
た

こ
と

に
な
る
。

こ
う
し
た
形
態

に
よ
る
院

の
介

入
は
、
先
述
し
た
忠
実

・
信
実

に
ょ
る
寺
内
統
制

の
成
立
と
決
し
て
無
関
係

で
は
な
か

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
保
元

の
乱
後

に
、
人
事
を
め
ぐ
る
紛
争
が
惹
起
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
政
治
史
の
新
し

い
段
階

に
お
け

る
問
題
で
あ
り
、
別
考
を
期
し
た
い
。

以
L

の
よ
う
に
、
白
河

・
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
興
福
寺
を
め
ぐ
る
最
大

の
、
そ
し
て
最
も
特
徴
的
な
問
題
は
、
別
当
以
下

の
寺
司

・
清
水
寺
等
中
央

の
末
寺

の
人
事

に
対
す
る
院

の
強
引
な
介
入
に
他
な
ら
な

い
。
そ

こ
で
次
章
で
は
、
摂
関
政
治

・
院
政
期

に
お
け

る
僧
綱

・
僧
官

の
統
制

の
対
比
、
さ
ら
に
院
政
期

に
お
け
る
諸
騒
擾

の

具
体
的
検
討
を
通
し
て
、
興
福
寺
の
お
か
れ
た
政
治
的
立
場
を
論
じ
る
こ
と
に
し
た

い
。

院
政
期
興
福
寺
考
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と
こ
ろ
で
余
談
と
な
る
が
、
後
白
河
院
政
前
期

に
お
け

る
事
例
を
通
観
す
る
と
、
延
暦
寺
で
は
全
国
各
地
で
荘
園
等
を
め
ぐ

っ
て
国
司
と
の
紛
争
を
生
起
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は
十

一
世
紀
末

の
白
河
院
政
期
以
来

一
貫

し
た
も
の
で
、
現
に
事
例
⑩

・
⑫

の
安
楽
寺

の
問
題
は
、
事
例
⑳
、
⑳
、
⑰
以
来
継
続
し
て
き
た

の
で
あ
る
。

一
方
興
福
寺

は
こ
れ
と
対
照
的
で
、
白
河
院
政
期

に
は
各
地
の
国
司
と
衝
突
し
た
も

の
の
、
以
後
は
大
和
守
と
対
立
し
た

一
例
⑭
を
除

い
て
、
か
か
る
事
例

は
消
滅
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寺
社
権
門
を
代
表
す
る
存
在
と
言
え
る
両
者

の
、
荘
園

・
末
寺

の
展
開
を
め
ぐ
る
性
格
の
相
違
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後

述
す
る
興
福
寺
と
大
和
の
在
地
領
主
層
等
と

の
密
接
な
関
係
も
右

の
背
景

に
介
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
院
政
の
成
立
と
興
福
寺

本
章
で
は
、
前
章

で
検
討
し
た
興
福
寺
傲
訴
の
主
因

で
あ
る
、

え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

別
当
以
下
に
対
す

る
人
事
問
題
を
中
心
に
、
摂
関
政
治
、
白
河
院
政
下
の
興
福
寺

の
立
場

に
つ
い
て
考
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1

摂
関
政
治
と
権
門
寺
院

先
に
も
ふ
れ
た
第
十
九
代
天
台
座
主
尋
禅
が
右
大
臣
師
輔

の
息
男
で
あ

っ
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
摂
関
な
ど
藤
原
氏

の
有
力
者
子
弟
が
天
台
系
寺
院
に
入
寺

す
る
例
は
早
く
か
ら
見
ら
れ
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的

に
、
興
福
寺
に
お
い
て
摂
関
家
子
弟
が
入
寺
す
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
十

一
世
紀
後
半

に
お
け
る
師
実

の
息
覚
信
以

降

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
摂
関
時
代

の
興
福
寺

は
藤
原
氏

の
氏
寺
と
は
言
え
、
摂
関
家
以
下
藤
原
氏
有
力
者
と
の
人
脈
的
な
結
合
の
点
で
は
、
天
台
系
諸
寺

院
と
大
き
く
隔

っ
て
い
た
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
か
か
る
相
違
を
生
じ
た
原
因
の

一
つ
は
、
天
台

・
真
言
系
の
僧
侶

の
場
合
、
護
持
僧
補
任
や
病
悩

の
祈
疇
と
い
っ
た

為
政
者
個
人
と

の
親
密
な
接
触

の
機
会
が
多

か

っ
た
こ
と

に
も
あ
る
。

し
か
し
、
よ
り
重
要
な
原
因
は
、
南
都
六
宗
系
諸
僧
に
は
三
会

興
福
寺
維
摩
会
、
宮
中
御
斎

会
、
薬
師
寺
最
勝
会
…

の
遂
講
と

い
う
、
僧
綱
昇
進
に
お
け
る
厳
し
い
条
件
が
課
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
天
台

・
真
言
宗
系

の
場
合
は
講
師
請

に
関
係
な
く
僧
綱

へ

⑪

の
昇
進
を
可
能
と
し
た

「
閑
道
之
昇
進
」
と

い
う
慣
例
が
存
し
、
俗
界

の
血
統
が
僧
綱
や
僧
官

に
反
映
し
易
か

っ
た
こ
と

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
換
言
す
る
な
ら
ぽ
、
興
福
寺
系

の
僧
侶

の
昇
進
は
教
団

・
寺
院

の
自
律
性
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
が
大
き
い
の
に
対
し
、
天
台

.
真
言
系
僧
侶

の
場
合
は
為



政
者

の
意
志
が
介
在
す
る
可
能
性
が
強

か

っ
た
こ
と

に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
前
章

で
検
討
を
加
え
た
ご
と
く
、
摂
関
期

の
為
政
者
と
有
力
寺
院
と

の
間

に
お
け
る
人
事

を
め
ぐ
る
騒
擾
ぱ
、
天
台
系
寺
院
に
お
い
て
の
み
見
出
さ
れ
、
興
福
寺
に
関
す
る
事
例
は
存

し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
各
寺
院
間

の
僧
綱
員
数

の
比
率
も
、
右

の
よ
う
な
僧
綱
昇
進

の
あ
り
方
と
深
く
関
連
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
僧
綱
は
天
台
宗
山
門
系
、
寺
門
系
、
真
言
宗

東
寺
系
及
び
法
相
宗
興
福
寺
系

の
四
大
寺
院

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
摂
関
後
期

(
十

一
世
紀
半
ば
)
以
降
、
天
台
宗
両
派
の
比
重

は
圧
倒
的
で
七
割
前
後

の
員
数

を
独
占
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
天
台
優
位
は
院
政
期

に
入

っ
て
も
変
化
し
て
い
な

い
。
こ
れ
と
対
照
的

に
興
福
寺
系
僧
綱

は
二
割
に
も
満
た
ぬ
状
態
で
、
院
政
期

に
は
東

寺
系

に
も
凌
駕
さ
れ
る
に
鑑

・
興
福
寺

の
篤

寺
院
と
し
て
の
政
治
的
力
量
と
、
僧
綱
比
率

の
乖
窪

明
白
で
あ
る
が
、
か
か
る
事
態

は
、
す

で
に
摂
関
政
治

の
も
と

で
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次

に
、
摂
関
と
興
福
寺

の
間

で
の
騒
擾
原
因
と
な

っ
た
国
司
に
よ
る
荘
園
収
公

の
問
題

に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
前
章
で
論
じ
た
④

の
事
例
に
お
い
て
、
興
福
寺
が

お

摂
関
家

に
近
侍
す

る
大
和
守
頼
親
と
対
立
し
、
道
長

に
よ

っ
て
寺
司

に
対
す

る

一
方
的
な
処
罰
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
面
で
も
摂
関

と
興
福
寺

の
疎
隔
が
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら
に
頼
通

の
も
と
で
も
同
様

の
事
件
が
惹
起
さ
れ
て
い
る
。

『
小
右
記
』

治
安
三

(
一
〇
二
〇
)
年
五
月
佳
日
条

に
よ
る
と
、
頼

通
が
催
し
た
高
陽
院

に
お
け
る
百
座
仁

モ
講

に
別
当
以
下
の
興
福
寺
僧
綱

は
参
加
を
拒
否
し
た
と
い
う
。
こ
の
原
因
に

つ
い
て
実
資
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

薯

二由
緒
箕

故
者
・
当
時
黎

不
被

房

一寺
家

所
領
庄
園
国
々
司
等
悉
収
公
、
地
子
不
納

。
頻
難

令
二愁
申
二

切
無

承
鬼

爆

変

如
庇

。
就
・中

近
江

゜
備
中
等
庄
有
筆

若
力
〕
亡
・
豪

以
在

一庄
醜
型

多
充
角

要
須
断

〔料
〕
雪

時
薯

時
、
豪

陵
遅
尤
甚
云
々
。
寺
僧
怠
レ忠
無
双
云
々
。
偏
寧

実
胴
〔
容

力
〕

国
司
言

つ
嵯

乎

々
々
○

強

実
資

の
記
事

に
あ
る
近
江

・
備
中
と

い

っ
た
熟
国
の
歴
代
国
司
が
、
家
司
を
は
じ
め
と
す
る
摂
関
家
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
人
物

で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う

ま

で

も

な

い
。
氏
寺
と
ぱ
言
え
、
寺
司
と

の
人
的
結
合

の
希
薄
な
興
福
寺
に
対
し
、
摂
関
が
近
侍
す
る
受
領
層
を
よ
り
優
遇
し
た

の
は
当
然

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
摂
関
家
と
興
福
寺

の
関
係

は
十

一
世
紀
後
半

に
至

っ
て
大
ぎ
く
転
換
す

る
こ
と
に
な
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
覚
信
は
、
大
山
喬
平
氏

に
よ
る
と
父
師
実
が
関
白

お

゜
内
覧
に
就

い
た
承
保

二

(
一
〇
七
五
)
年

に
入
寺
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
摂
関
家
の
南
都
政
策

の
画
期
と
考
え
ら
れ
て
い
勧
。
以
後
、
後
三
条
親
政
、
白
河
院
政

の

⑯

前

に
劣
勢

に
立
た
さ
れ
、
藤
原
氏
支
流

の
分
立

に
直
面
し
た
摂
関
家
は
、
宗
教
的
権
威
興
福
寺
と

の
結
合
に
力
を
注

い
で
ゆ
く

こ
と
に
な
る
。

一
方
興
福
寺
も
、
後
三
条

゜
白
河
院

の
治
政
下
に
お
け
る
北
京
三
会
以
下

の
仏
会

の
臨

に
対
抗
す
る
た
め
に
も
・
摂
関
家

の
権
威
を
必
要
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
興
福
寺

に
と

っ
て
重

院
政
期
興
福
芋
考
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院
政
期
興
福
寺
考

要
な
意
味
を
有
し
た
の
は
、
藤
原
氏
氏
寺
と
し
て
の
立
場
の
強
調
が
、
神
仏
習
合

の
進
展
と
相
侯

っ
て
、
藤
原
氏
氏
神

た
る
春

日
神
社
と

の

一
体
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
結
果
、
大
和
各
地
に
所
領
を
有

し
、
さ
ら
に
各
地
で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
春
日
神
人
を
、
そ

の
勢
力
内

に
収
め
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で

⑱

あ
る
。
確
実
な
史
料
で
裏
付
け
ら
れ
る
春

日
神
木

の
傲
訴
参
加
は
寛
治
七

(
一
〇
九
三
)
年
が
初
例

(事
例
⑯
)

で
、
興
福
寺

・
春
日
神
社
が
政
治
勢
力
と
し
て
合

一
し

た
時
期
を
物
語

る
。
以
後
、
神
木
は
藤
原
氏
公
卿
た
ち
を
震
憾
さ
せ
る
武
器
と
し
て
度

々
姿
を
現
わ
す

こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
摂
関
政
治
を
抑
え
て
政
治
的
主
導
権
を
確
立
し
た
白
河
院
政

は
、
右

の
ご
と
く
摂
関
家
と

の
連
係
を
深

め
る
と
と
も
に
、
依
然
僧
綱
昇
進

の
前
提
と
な
る
維
摩

会

と
結
合

し
て
い
た
興
福
寺
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
次
節
で
は
両
者
間
の
騒
擾

に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

2

白
河
院
政
と
興
福
寺

先
述
し
た
よ
う
に
、
院
政
と
興
福
寺

の
間

に
お
け
る
騒
擾
原
因

の
中
で
、
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
院

に
よ
る
人
事
介
入
、
寺
僧

の
処
罰
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
ま
ず

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
し
て
み
よ
う
。

院

の
最
も
基
本
的
な
支
配
権
限
が
軍
事
動
員
権
と
人
事
権

に
あ
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
が
、
後
者
は
俗
界

の
み
な
ら
ず
僧
官

の
任
免

に
つ
い
て
も
時
と
し
て
行

使
さ
れ
た
。
白
河
院

の
強
引
な
僧
官
人
事
が
興
福
寺
と

の
間
に
紛
議
を
も
た
ら
し
た
最
初
は
、
康
和

二

(
=

○
○
)
年
十
月
七
日
に
東
寺
僧
範
俊
が
興
福
寺
権
別
当
と

⑲

な

っ
た
事
件

で
あ
る
。

範
俊
は
言
う
ま
で
も
な
く
真
言
宗

の
僧
侶
で
、
「
為
二院
御
持
僧

「
数
十
年
居
コ
住
鳥
羽
殿

こ

と
い
う
白
河
院

の
側
近
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で

注
目

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

さ
れ
る
の
は

『
東
寺
長
者
補
任
』
に

「
依
二
院
宣
一成
二
氏
挙
「
非
二
成
業
h
東
寺
人
、
希
代
之
例
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
範
俊

は
寛
治

六

(
一
〇
九
二
)
年

五
月
、
院
御

⑳

修
法
の
労

で
法
橋

に
叙
さ
れ
僧
綱
に
入

っ
た
僧

で
、
「非
成
業
」
す
な
わ
ち
法
会
講
師
も
経
ず

に
興
福
寺
権
別
当
と
な

っ
た
点

に
も
人
事

の
異
常
さ
が
表
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
よ
り
も
興
福
寺
寺
司
人
事
に
不
可
欠
の
藤
原
氏
氏
挙
が
、
院
宣
に
よ

っ
て
成
さ
れ
て
い
る
点

に
こ
そ
重
要
な
意
味
が
存
す

る
。
す
な
わ
ち
、
前
年

の
関
白
師
通
急
死

後

に
藤
原
氏
長
者

の
地
位

に
あ

っ
た
若
年
の
忠
実

は
、
白
河
院

の
圧
迫

に
屈
し
て

「
氏
挙
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
か
る
理
不
尽
な
人
事
を
甘
受
し
た
こ
と

に
な
る
。
忠

実

は
関
白

に
す
ら
任
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
摂
関
政
治
の
断
絶
、
摂
関
家
の
権
威
失
墜
を
召
致
し
た
が
、
右

の
人
事

に
は
か
か
る
事
情
が
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
摂
関
家
と
結
合
し
そ

の
政
治
的
外
護
に
依
存
し
た
興
福
寺
は
、
政
治
的
に
も
院
政
と
の
直
接
的
対
決
を
迫
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
範
俊

の
人
事
は
翌
年
大
衆

の
手
厳
し
い
反
発
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
維
摩
会

に
お
け
る
範
俊

の
講
師
挙

に
対
し
、
大
衆
は

「
不
レ経
レ道
僧
綱
、
無
レ
放
レ
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⑳挙
L
と
抗
議

し
、
院
も
こ
れ
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
そ

の
翌
年
の
康
和
四
年

入
月
六
日
に
は
、
後
述
す

る
別
当
覚
信

に
対
す
る
院
勘
や
範
俊

の
弟
子
範

静

の
濫
行
と
も
相
倹

っ
て
、
範
健

そ
の
僧

髪

大
衆

に
よ

っ
て
破
ら
れ
る
に
至

っ
た

の
で
あ

肋
・
さ
し
も

の
範
俊
も
・
こ
れ
以
降
興
福
寺
に
お
い
て
目
立

っ
た
活
動
を

示
す

こ
と
は
な
く
な
る
。
結
局
こ
の

一
連

の
事
態
の
推
移
を
通
し
て
、
長
者

の
無
力
化
、
そ
れ

に
と
も
な
う
院

の
介
入
、
大
衆
の
反
発
に
よ
る
院
の
後
退
等

の
事
実
が
看

取
さ
れ
る
。
こ
ε

た
事
情
は
事
例
⑳
の
原
因
と
な

っ
た
永
久
一兀
年
に
お
け

る
清
水
寺
別
当
円
勢
補
任
を
め
ぐ
る
紛
鞠

に
も
共
通
す
る
の
で
あ
る
・
な
お
・
清
水
寺
別
当

を
め
ぐ
る
院
と
興
福
寺

の
確
執
は
鳥
羽
院

の
初
年
に
も
再
燃

(事
例
⑳
)
し
、
院
に
よ
る
大
衆
追
捕

の
強
行
に
よ

っ
て
、
両
者

の
関
係
を
転
換
さ
せ
る
契
機

と

も

な

る

が
、

こ
の
点
は
後
述

に
委
ね
る
。

さ
ら
に
白
河
院

ぱ
寺
司
の
み
な
ら
ず
、
維
摩
講
師
の
人
選

に
も
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
永
久

二
年

の
講
師
決
定
に
際
し
、
関
白
忠
実
は
藤
原
宗
忠
を
使
者

と
し
て
、
鳥
羽
離
宮

の
白
河
院
に

「
維
摩
会
講
師
例
」
及
び

「
公
請
者
、
明
覚
、
覚
厳
如
何
・
可
レ陣

仰
」
き

こ
と

の
奏
上
を
命
じ
侮
ご

」
れ

に
対
し
白
河
院
は
按
察
使

大
納
言
藤
原
宗
通
を
通
じ
て
宗
忠
に
次

の
よ
う
な
返
答
を
与
え
て
い
る
。

輝

覚
灘
悪
不
二饗

房

難
左

右
意

離

w
寛
信
事
所
レ申
也
・
然
而
又
強
不
二饗

荷

難

覚
噴

有
二才
智
胆

早
可
レ給
二講
師
茜

也
・
但
年
少
条
・
可
二

㊧

相
量

一之
由
、
可
レ伝
二関
白
つ

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
講
師

の
決
定
権

は
も
は
や
究
極
的

に
は
院

の
手
に
握
ら
れ
て
お
り
、
関
白

の
推
挙
も
ご
く
簡
単

に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
院

の
恣
意

に
よ
り
寺
内

の
意
向

.
秩
序
を
無
視
し
た
人
選
も
あ
り
得
た
。
右

の
記
事

に
も
あ
る
よ
う

に
、
院
近
臣
大
蔵
卿
藤
原
為
房

ば
息
男
寛
信
を

推
挙
す
る
動
き
を
示
す
が
、

こ
の
意
を
受
け
た
院
は
、
こ
の
年

の
維
摩
会
終
了
直
後
、
寛
信
を
翌
永
久
三
年

の
講
師

に
決
定
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
寛
信

に
つ
い
て
宗
忠

が

「
不
・遂
・
維
摩
竪
義

房

蒙

准

業
官
一旨
蕪

而
不
レ
遂
二
大
会
業

豪

二講
匠
喜

具

未
レ有

二此
例

一」

と

驚
歎
の
念
を
隠
さ
な
か

つ
煽
よ
う
に
・
こ
の
決
定
は
近
臣
の

意
向

の
み
を
優
先
し
、
興
福
寺
以
下

の
南
都
諸
寺

・
教
団
の
秩
序
を
無
視
し
た
強
引
な
も

の
で
あ

っ
た
。
興
福
寺
大
衆
が
か
か
る
寛
信

に
対
し
て
激
し

い
反
発
を
示
し
た

の
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。

父
為
房

の
死
去

に
よ

っ
て

一
年
延
期
さ
れ
た
講
師
遂
行

の
た
め
、寛
信
が
興
福
寺

に
向

っ
た
の
は
永
久
四
年
十
月

の
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
大
衆
は

「
乱
発
」
し
・

「
一
ハ
不
遂
業
、

ニ

ハ
件
寛
信
之
舎
兄
右
大
弁
顕
隆
朝
臣
為
こ御
寺
}労
依
レ致
二
不
善

二

る
と
い
う
理
由
を
掲
げ

て
、
同
行
し
た
勅
使
で
寛
信

の
長
兄
為
隆
も
ろ
と
も

に
京

⑳
.

へ
追
返
す

に
至

っ
た
。

こ
れ

に
ょ
り
忠
実

は

「
可
二
改
請

一由

」
を
奏
聞
す

る
が
、
院

の

「
猶

可
二
勤
仕

一之
由

御
気
色

」
を
前

に

「
実
藤

氏
無

レ術

比
敦
」
と
進
退

極
ま

る

の

院
政
期
興
福
寺
考
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⑱

29

で
あ
る
。
結
局
、
寛
信
を
已
講

に
准
ず
る
宣
下
を
行
な
う
こ
と
で
妥
協
が
成
立
し
、
講
師
は
東
大
寺

の
覚
厳

に
交
替
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
先
の
寺
司
人
事
紛

争

と
同
じ
く
、
長
者

の
無
力
化
、
院

の
強
引
な
介
入
、
そ
し
て
大
衆

の
強
硬
な
反
発

に
と
も
な
う
院
の
妥
協
と
い
う
経
緯
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

次
に
、
寺
僧
に
対
す
る
処
罰

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
事
例
⑲
の
原
因
と
も
な

っ
た
興
福
寺
別
当
覚
信
に
対
す

る
院
勘
、
別
当
停
止
は
、

30

康
和
四
年
七
月
に
興
福
寺
大
衆
が
院
庁

の
使
者
を
凌
礫
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
事
件

に
つ
い
て
当
時
藤
原
氏
長
者
で
あ

っ
た
忠
実
は
、
次

の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

泉
木
矯

寺
領
也
。
而
為
二人
夫
催

庁
官
率

数

+
余
人
従
類
離

行
・
傍
彼
寺
大
衆
行
向
天
追
二庁
寛

依
二件
事

也
・
彼
離

兄
弟
也
・
家
驚

レ過
二於
導

依
二

⑳

如

レ此
罪

一被
レ止
二
別
当

一条
、
不
レ得

レ
心
事
。

忠
実
が
不
満
を
書
留
め
た
よ
う

に
、
こ
の
処
罰

は
他

に
比
し
て
も
過
酷
と
言
え
る
が
、
そ
れ
ば

か
り
で
は
な
く
、
同
年
十
月
十
日
の
維
摩
会
に
お
い
て
執
行
別
当
不
在

の
先
例
が
な

い
こ
と
を
理
由

に
大
衆
が
提
出
し
た
院
勘
免
除

の
申
文
も
却
下
さ
れ
、
維
摩
会

ぱ
勅
使
右
少
弁
俊
信
が
執
行
す
る
有
偽

で
・
さ
ら
に
翠

の
五
月
ま
で
停
任

が
続

く

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

さ
ら
に
、
事
例
勢

原
因
と
な

っ
た
権
少
僧
都
実
覚
以
下

の
配
流
も
延
暦
寺

の
圧
力

に
ょ
る

芳

的
な
も

伽
だ
し
・
⑯

の
傲
訴
に
対
し
白
河
院
は
寺
内
追
捕
す
ら
検
討

⑳

し
て
い
る
。
そ
し
て
六
月
に
は
こ
う
し
た
白
河

の
姿
勢

に
不
満
を
抱

い
た
興
福
寺
僧

の
呪
誼
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
院
は
実
否
を
問
う
こ
と
も
な
く
、
直
ち
に
処
罰
を
命
じ

⑯

た

の
で
あ

る
。
こ
の
事
件

の
本
来

の
発
端
が
事
例
⑳

の
清
水
寺
別
当
改
補
要
求
の
轍
訴

に
あ

っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
た
め
か
、
興
福
寺

に
対
す
る
処
罰
は
厳
し
い
も

の
で

あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
事
例
⑳

の
謹

守
藤
原
顕
能
と

の
甑

の
際

に
は
・
顕
能

の
乳
兄
弟

に
当
た
る
鳥
羽
天
皇

の
㌦

も
あ

っ
て
・
顕
龍屠

何
ら
処
票

な
か

つ
煽
ば
か

り
か
、
翌
永
久
五
年

吾

に
は
覚
信
が
当
時
兼
帯
し
て
い
た
法
務

の
辞
任

に
追
込
ま
れ
て
煽

の
で
あ
る
・
他

の
権
門
寺
陵

と
く
に
延
暦
寺

の
場
食

山
内
の
内
紛
や

園
城
寺
等
と

の
抗
争
を
除
き
)
、
院

.
朝
廷
と
の
紛
争
に
際
し
て
、
当
時

か
か
る
処
罰
を
受
け
た
事
例
は
な
い
。

興
福
寺

に
対
す
る
処
罰
は
、

明
ら
か
に
他

に
比
し
て
も

過
酷
な
も

の
で
あ
り
、
院

・
天
皇
が
抑
圧
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
は
疑

い
な

い
。

そ
こ
で
次
に
、
先
述
し
た
摂
関
時
代
末
期

に
お
け
る
興
福
寺
の
立
場
を
念
頭
に
お
き
乍
ら
、
か
か
る
人
事
介
入

・
厳
重
な
処
罰
が
白
河
院
に
よ

っ
て
講
じ
ら
れ
た
背
景

を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
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3

白
河
院
政
と
寺
院
統
制

白
河
院
が
、
前
節

の
ご
と
き
強
引
な
人
事

へ
の
介
入
や
、
寺
司
に
対
す
る
処
罰
を
行
な

っ
て
興
福
寺

の
抑
圧
を
図

っ
た
背
景

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

ま
ず
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
白
河
院
政
に
よ
る
摂
関
家
抑
圧
と
い
う
、
当
時

の
政
情
と

の
関
連
で
あ
る
。
摂
関
家

か
ら
政
治
主
導
権
を
奪
取
し
よ
う
と
す
る
院
に

と

っ
て
、
先
述

の
ご
と
く
摂
関
家
と
の
結
合
を
深
め
、
そ

の
宗
教
的
権
威
と
な

っ
て
い
た
興
福
寺
が
同
様

に
抑
圧

の
対
象
と
な

る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。
ま
た
摂
関

家
が
興
福
寺
と
密
接
に
結
合
し
た
主
要
な
目
的
は
藤
原
氏
支
流

の
抑
圧
に
あ

っ
た
わ
け
で
、
興
福
寺

に
対
す
る
院

の
強
硬
姿
勢

の
背
景

に
院
政
を
支
え
た
藤
原
氏
支
流
出

身

の
貴
族
層

の
意
向
が
介
在
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
前
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、
寛
信
を
維
摩
講
師
と
し
て
強
引

に
推
挙

し
よ
う
と
し
た
藤
原
為
房

の
行
動
は
そ

の
代

表
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
そ

の
嫡
男
顕
隆
は
、
息
男
讃
岐
守
顕
能
と
興
福
寺

の
紛
争

(
事
例
⑳
)
以
来
、
興
福
寺
と
の
対
立
を
深
め
、
白
河
院

に

「
御
寺
事
」
を

「
あ
し

さ
ま
に
奏
」
す
有
様
で
・
民

人
如
庇

訴
申
条
・
尤
不
厘

と
忠
実
を
慨
歎
さ
せ
勧
の
で
あ
る
・
そ
し
て
摂
関
家
嫡
流
出
身
の
別
当
覚
信

に
対
し
法
務
辞
任
を
迫

っ
た
鳥

羽
天
皇

の
意
梅

に
は
・
そ
の
乳
母
夫
顕
隆

の
影
型
日が
存
し
た
こ
と
は
疑

い
な
い
・
ま
た
範
俊

璽

〕
と
き
非
法
相
宗
系
、
あ
る
い
は
鳥
2/
院
政
下

の
長
承

二

(
=

三
三
)

⑱

年
権
別
当
と
な

っ
た
隆
覚

の
ご
と
ぎ
源
氏
出
身
と
い
う
非
藤
原
氏
系
と
い

っ
た
寺
司

の
出
現
ば
、
藤
原
氏
氏
寺
と

い
う
伝
統
的
権
威
に
依

っ
て
支
流
の
統
制
を
企
図
し
た

長
者

・
摂
関
家

に
と

っ
て
大
き
な
打
撃
と
な

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

か
か
る
要
態

に
も
、
先

の
顕
隆
ら

の
ご
と
ぎ
近
臣
の
介
在
を
推
察
す
る
こ
と
は
困
難

で
は

な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
興
福
寺
に
対
す
る
院
の
抑
圧

の
原
因
と
し
て
、
院
政
と
摂
関
家

の
対
立

・
抑
圧
と
い
う
面
を
あ
ま
り
重
視
す
る
わ
け

に
は
ゆ

か
な
い
。
そ
れ

は
、
ま
ず
第

一

に
摂
関
家
と
興
福
寺

の
結
合
が
藤
原
氏
支
流

の
統
制
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も

の
で
、
必
ず
し
も
、
院
政

に
対
抗
す

る
た
め
の
方
策
と
は
看
倣
し
難
い
た
め
で
あ
る
。
第

二
に
、
先
に
検
討
し
た
院
の
介
入

・
抑
圧
措
置
は
、
い
ず
れ
も
師
通

の
死
後

に
属
し
て
お
り
、
摂
関
家
抑
圧
を
目
的
と
し
た
措
置
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
摂
関
家

の
弱

体
化
を
契
機
に
院
が
直
接
的

に
興
福
寺

に
対
す
る
攻
撃
を
行

っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
か
か
る
事
態

の
原
因

は
興
福
寺
自
体
が
有
す

る
特
質

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
先

に
ふ
れ
た
事
例
を
振
返
る
と
、
維
摩
会
と
関
係
し
た
も

の
が
多

い
こ
と

に
気
が

つ
く

で
あ
ろ
う
。
寛
信

の
維
摩
講
師
補
任
問
題

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
白
河
院
の
護
持
僧
範
俊

の
権
別
当
就
任
が
騒
擾

に
発
展
し
た
の
は
、
そ

の
維
摩
講
師
挙
が
直
接

の
原
因
で
あ

っ
た
し
、
別
当
覚
信

の
院
勘

は
維

摩
会

の
間
も
強
行
さ
れ
勅
使
が
代
わ

っ
て
維
摩
会
を
執
行
す

る
に
至

っ
た
。

こ
う

し
て
み
る
と
、
院
と
興
福
寺

の
対
立

の
背
景

に
は
、
僧
綱
昇
進

の
前
提
と
な
る
大
会
維

院
政
期
興
福
寺
考
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摩
会
が
翼
福
寺
と
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
次
に
院

に
よ
る
僧
綱
統
制

の
問
題

に
論
及
し
、
こ
の
面
か
ら
興
福
寺

・
維

摩
会

の
問
題
を
考
察
す
る
。

先
述

の
ご
と
く
、
天
台

.
真
言
両
宗
系

の
僧
侶

の
、
僧
綱

.
位
階

の
昇
進

に
は
為
政
者

の
恣
意
が
介
在
す
る
要
素
が
大
き
か

っ
た
と
言
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
政
権

の

交
代

に
と
も
な

っ
て
、
か
か
る
人
事
権
が
新
ら
た
な
政
権

に
移
行
し
、
両
宗
が
そ

の
も
と
に
従
属
す
る
こ
と
を
も
意
味
す

る
。
と
く
に
、
護
持
僧
と
し
て
近
侍
す
る
機
会

も
多
く
、
僧
綱
昇
進
も
伝
法
灌
頂

の
重
視
に
よ
り
師
僧

の
挙
奏

の
み
に
よ

っ
て
決
せ
ら
れ
た
密
教
系
諸
僧
が
、
政
権
を
掌
握
し
た
院
に
従
う
の
ぱ
当
然
で
、
宗
派
間

の
角

逐

は
あ
る
も

の
の
院
統
轄
下

の
霧

寺

・
東
寺
両
灌
頂
に
よ

っ
て
僧
綱

に
昇
進
す
る
裏

が
確
立
す
る
こ
と
に
な
物
・

芳

・
天
台
顕
教
系
僧
侶

に
つ
い
て
は
・
毯

一蘂

.
白
河
親
政
期
に
相
次
い
で
成
立
し
た
円
宗
寺
法
華
会
、
法
勝
寺
大
乗
会
、
そ
し
て
円
宗
寺
最
勝
会

の
三
会
、
す
な
わ
ち
北
京
三
会

の
遂
講
を
経
て
僧
綱

に
昇
進
す
る
方

式
が
確
立
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
後

三
条

・
白
河
と
拮
抗
し
て
い
た
摂
関
家
と
天
台
宗
系
僧
綱
と

の
人
脈
上

の
結
合
を
制
約
し
、
さ
ら

に
天
台
系

の
僧
侶
と
南

京

三
会

の
訣
別
を
も
意
味
し
、
興
福
寺

.
維
摩
会

の
比
重
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な
点
は
、
僧
綱
昇
進

の
前
提
と
な
る
大
会
が

天
皇

の
御
願
寺

に
お
い
て
行

な
わ
れ
た
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
院
は
こ
れ
ら

の
法
会
を
主
催
・
統
括
し
・
事
実
上
僧
綱

の
補
任
権
を
手
中
に
収
め
た
と
考
え
ら
れ
煽
・

こ

の
ほ
か
、
御
幸
や
造
寺

の
功

に
よ

っ
て
僧
位
を
与
え
、
主
要
な
法
会

の
大
部
分
を
主
催
し
て
公
請

の
決
定
権
を
握

っ
た
院
晦
・
僧
綱

に
関
す
る
人
事
権
を
ほ
と
ん
ど
統
括

し
得
る
こ
と
に
な

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
僧
綱

に
関
す
る
人
事

の
中

で
、
藤
原
氏

の
氏
寺
興
福
寺
を
舞
台
と
し
、
藤
原
氏
長
者

の
強

い
影
響

力

の
も
と

で
催
さ
れ
た
維
摩
会
を
中
心
と
す
る
、
南
都
諸
宗
派

の
僧
綱
昇
進
方
式

の
み
が
、
院

に
よ
る
統
括
の
外

に
存
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

藤
原
氏

の
氏
寺
と

い
う
興
福
寺
の
性
格
、
維
摩
会
が
興
福
寺
で
行
な
わ
れ
る
伝
統
が
変
更
し
得
な
い
も

の
で
あ
る
以
上
、
南
都
諸
宗

の
僧
綱
補
任
権
掌
握
を
企
図
す
る

院
が
、
先

に
述
べ
た
ご
と
く
氏
長
者

の
無
力
化
を
前
提
と
し
て
、
寺
司
人
事
や
直
接
的
な
講
師

の
人
選
に
介
入
す
る
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
当
時

の
維
摩
講
師
決
定
方

法
は
、
僧
綱
挙
を
受
け
た
藤
原
氏
長
者
が

「
候
二
天
気
ハ
下
二宣
旨

一」
す
と

い
う
も

の

(
『
北
山
抄
』
)

で
、
長
者

の
地
位
低
下

は
逆
に

「
天
気
」

実
質
的
に
は
院
の

意
向

の
比
重
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
永
久
二
年

に
お
け

る
覚
晴

の
講
師
決
定

の
経
緯

に
見
ら
れ
る
ご
と
く
院
は
講
師
決
定

の
主
導
権
を
掌
握
す
る
こ

と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
白
河
院

の
権
限
も
寛
信

の
維
摩
会
講
師
追
放

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
あ
く
ま
で
も
興
福
寺
及
び
南
都
教
団
側

の
秩
序
を
逸
脱
し
な
い
範
囲
に

限
定
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
院
近
臣
や
密
教
系
僧
侶
を
優
先
し
よ
う
と
す

る
院

の
恣
意
的
と
も
言
え
る
人
事
を
最
終
的
に
阻
止
し
得
た
の
は
、
つ
ね
に
興
福
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寺
大
衆

に
よ
る
傲
訴

・
蜂
起
と
い

っ
た
実
力
行
使
以
外

の
何
者

で
も
な
か

っ
た
。
政
治
的
な
外
護
者
摂
関
の
院

へ
の
屈
伏
、
公
請
や
人
事
を
介
し
た
寺
司

の
院
に
対
す
る

従
属
と

い
う
状
況
下
で
、
興
福
寺
最
大

の
伝
統
的
権
限
を
院
の
介
入
か
ら
守

っ
た
の
が
、
大
衆
勢
力
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
点

に
こ
そ
、
信
実
以
下

の
悪
僧
が
忠
実

の
も
と
で
寺
内

の
実
権
を
掌
握
す
る
に
至
る
前
提
が
存
し
た
の
で
あ

る
。

さ
て
、
か
か
る
大
衆

の
立
場
は
、
院
と
の
全
面
的
な
衝
突
を
不
可
避
な
も
の
と
し
た
。
す

で
に
、
白
河
院
が
永
久

の
強
訴

(事
例
⑫

・
⑳
)
に
際
し
て
、
興
福
寺
僧

に

対

し

一
方
的
に
と
り
わ
け
厳
し
い
処
罰
を
行
な

っ
た
の
は
そ

の
前
触
れ
と
も
言
え
る
が
、
白
河
の
後
継
者
た
る
鳥
羽
院
ぱ
、
早
く
も
そ
の
治
政
開
始
直
後
に
興
福
寺
大
衆

と
の
対
決
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
後

に
、
忠
実

に
よ
る
大
衆
掌
握
の
直
接
の
前
提
と
な
る
鳥
羽
院
政

の
興
福
寺
政
策
と
、
大
衆

の
動
向
に

つ
い
て
論
じ
る
こ
と

に
す
る
。

三
、
鳥
羽
院
政
と
興
福
寺

本
章

で
は
鳥
羽
院
に
よ
る
対
興
福
寺
政
策
を
具
体
的

に
検
討
し
、
藤
原
忠
実

に
よ
る
信
実

・
大
衆

の
組
織
化
、
寺
内
統
制
が
成
立
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
興
福
寺
大
衆

側

の
動
向
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た

い
。

大
治
四

(
一
一
二
九
)
年
七
月
、
白
河
院

の
死
去
に
と
も
な

っ
て
治
天

の
君
と
な

っ
た
鳥
羽
院
は
、
基
本
的
に
前
代

の
政
策
を
継
承
し
な
が
ら
も
、

い
く

つ
か
の
点
で

れ

大
き
な
相
違
を
示
し
た
。
対
興
福
寺
政
策

で
も
、
当
初
か
ら
大
衆

に
対
し
、
白
河
院
政
期
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
強
硬
姿
勢
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仏
師
長
円
の
清

ぬ

水
寺
別
当
補
任
を
め
ぐ
る
騒
擾

(
事
例
⑳
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
長
円
は
先
に
清
水
寺
別
当
に
補
さ
れ
な
が
ら
大
衆

の
反
対
で
辞
任
し
た
円
勢

(
事
例
⑳
)

の
子
と
さ
れ
る

三
条
仏
所

の
仏
師
で
、
院

の
寵
愛
す
る
女
房
三
条
殿
の
後
見
人

で
あ

っ
た
。
長
円
も

や
は
り
非
興
福
寺
僧

の
身

で
清
水
寺
別
当
を
望
ん
だ
た
め
大
衆

の
激
怒
を
招
ぎ
、
大

ゆ

治
四
年
十

一
月
に
南
都
に
下
向
し
た
際
、
大
衆

の
襲
撃
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
鳥
羽
院
は
、
当
時
の
長
者
忠
通
を
無
視

し
て
検
非
違
使

の
南
都
派
遣
を
決

定
し
、
弊
察
権
力
不
介
起
の
先
例
を
破

っ
て
寺
中
の
捜
検
を
強
行
さ
せ
、
張
本
を
追
捕
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

が
く
し
て
、
大
衆

の
反
抗
を
粉
砕
し
た
院
は
、
十

一

れ

月

三
十
日
に
、
長
者
宣
発
給

の
手
続
も
と
ら
ず

に
院
宣

の
み
に
よ

っ
て
長
円
を
清
水
寺
別
当

に
補
任
し
た

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
大
衆

の
反
発
に
よ

っ
て
後
退

.

妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
自
河
院
政
期
ま
で
の
対
興
福
寺
政
策
の
大
き
な
転
換
点

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時

に
院
と
の
融
和
を
図
り
な
が
ら
大
衆

の
掌
握

院
政
期
興
福
寺
考
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院
政
期
興
福
寺
考

に
よ
る
寺
内
統
制
を
企
図
す
る
前
長
者
忠
実

の
新
し
い
興
福
寺
政
策

の
出
発
点
で
も
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
以
後
、
院
と
大
衆

は
事
あ
る
毎
に
対
立
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
八
年
後

の
保
延
三
年
正
月
、
僧
正
の
補
任

に
際
し
て
興
福
寺
別
当
玄
覚
が
東
寺
の
定

⑫

⑬

⑭

海

に
超
越
さ
れ
る
と
、
大
衆
は
総
力
を
あ
げ

て

「
大
訴
」
を
行
な
い
院

の
決
定
を
覆

し
た

(
事
例
@
)
。

こ
の
時
は

「
興
福
寺
申
請
尤
道
理
」
と
す
る
公
卿
層

の
意
向
も

⑮

あ

っ
て
、
院
も
強
引
な
処
罰
は
行
な
わ
な
か

っ
た
が
、
翌
年

五
月

の
最
勝
講

に
お
い
て

「
院
御
気
色
不
レ宜
」

る
た
め
に
玄
覚
が
証
義
に
出
仕

で
き
な
い

一
幕
も
あ
り
、

両
者
間

の
関
係
は
険
悪
と
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
玄
覚

の
後
を
襲
う
形

で
院
と
の
関
係
も
深
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
源
氏
出
身

(
源
顕
房

の
男
)

の
隆
覚
が
別
当
に
就

⑯任
す
る
や
、
信
実
以
下

の
大
衆
は
猛
反
発
を
示
す
。
保
延
五
年
三
月

の
傲
訴

(事
例
⑬
)

の
際

に
、
院
は
平
忠
盛
以
下

の
有
力
武
者
や

「
国

々
軍
兵
」
を
動
員
し
て
入
洛

⑰

を
防
ぐ
と
共
に
、
信
実
以
下
の
追
捕
を
行
な

っ
て

一
旦
は
大
衆
を
抑
え
た
。
し
か
し
、
同
年
末
に
至

っ
て
大
衆

へ
の
報
復
を
試
み
た
隆
覚

は
逆

に
惨
敗
を
喫
し
、
結
局
別

当

の
座
を
明
け
渡
す
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
院

の
圧
迫

の
強
化
は
、
同
時

に
大
衆

の
反
発
を
強
め
る
こ
と
と
な
り
、
寺
司
の
形
骸
化
と
相
侯

っ
て
大
衆

に
よ
る
寺
内

の
統
制

・
支
配
を
惹
起
し
た
と
言
え
よ
う
。

保
延
四
年
九
月
、

別
当
玄
覚

の
死
亡
直
後

に
出
さ
れ
た

「
権
上
座
信
実
、

可
レ執
コ
行
寺
務
」
き

こ
と
を
命
ず

る
長
者
宣
は
、
か
か
る
事
態
の
追
認
だ

っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
長
者
宣
が
、
そ

の
後

の
経
緯

か
ら
判
断
し
て
忠
実

の
意
志

に
よ

っ
て
発
さ
れ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。

忠
実
が
大
衆

の
掌
握

に
努
め
た
背
景
に
つ
い
て
は
す

で
に
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
が
、
院
と
興
福
寺

の
関
係

で
付
言
す

る
な
ら
ば
、
忠
実

は
両
者
間

の
融
和
を
重
視
し
て
い

⑳

た
。
久
安
四
年

に
お
け
る
傲
訴
慰
撫

(
事
例
⑬
)
、
そ
し
て
何
よ
り
も
久
安

六
年

に
は
院

の
意
を
う
け
て
、

か
つ
て

合
戦

の
末
に
寺
を
放
逐
さ
れ
た
隆
覚

の
別
当
補
任
を

⑪

実
現
さ
せ
た
こ
と
が
右

の
明
証
と
な
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
元
来
院

の
介
入
に
き
わ
め
て
鋭
敏

に
反
発
し
た
大
衆
が
、
こ
の
よ
う
に
院

に
微
温
的
態
度
を
示
す
忠
実

に
従
属

し
た
の
は
何
故

で
あ
ろ
う

か
。

ま
ず
第

一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
従
来

の
よ
う
な
別
当

・
三
綱
を
介
す
る
支
配
で
は
な
く
、
僧
綱
す
ら
帯
さ
な
い
上
座
信
実
に
寺
務
を
委
ね
る
と
い
う
、
大
胆

な
、
し

か
し
現
実
的
施
策
が
、
大
衆

の
支
持
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
権
別
当
覚
継

の
入
寺
に
よ

っ
て
寺
内
統
制
を
企
図
し
な
が
ら
失
敗
し
た
忠
通
と

の
対
比
か
ら

⑫

も
明
ら

か
で
あ
る
。
第

二
に
、
鳥
羽
院
と
親
密
で
友
好
的
関
係

に
あ
る
忠
実

の
み
が
、
結
果
的

に
は
院

に
よ
る
強
引
な
興
福
寺
政
策
を
防
ぎ
得

る
人
物
だ

っ
た
こ
と
が
指

摘
で
き
よ
う
。
そ
し
て
第
三
に
、
信
実

に
代
表
さ
れ
る
大
衆

の
在
地
領
主
と
し
て
の
性
格
と

の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
信
実
や
そ
の
子
玄
実
が
大
和
源
氏

の
出
身

で
、
そ

⑬

⑭

の
武
力
と
し
て
自
身
の
所
領

の
武
士
団
が
想
定
し
得
る
よ
う
に
、
南
都

の
大
衆

・
悪
僧

に
は
領
主
と
し
て
の
実
力
を
背
景
と
す
る
者
が
少
な
く
な
か

っ
た
。

こ

の

こ
と

は
、
換
言
す
れ
ば
、
彼
ら
が
領
主
と
し
て
所
領

の
保
全
、
拡
大

に
強

い
関
心
を
抱

い
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
し
た
が

っ
て
所
領

の
領
有

に
関
す

る
裁
定
権
を
有
し
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た
長
者

は
、
い
わ
ば
新
恩
給
与
、
所
領
安
堵

の
主
体

で
あ
り
、
領
主
と
し
て
の
大
衆

に
と

っ
て
は
不
可
欠

の
存
在
だ

っ
た
と
言
え
る
。
忠
通
を
抑
え
て
実
権
を
握

っ
た
忠

⑯

実
、
そ

の
後
継
者
頼
長
は
、
所
領
を
媒
介
と
し
て
、
大
衆
と
主
従
関
係

に
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
覚
継
派
の
抑
圧
、
所
領
収
公
も
恐
ら
く
は
信
実
ら

へ
の
新
恩
給
与

に
つ
な
が
り
、
彼
ら
の
掌
握

に
役
立

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
忠
実

・
頼
長
と
信
実
以
下

の
結
合
が
、
か
か
る
強
周
な
性
格
を
有
し
た
が
ゆ
え
に
、
信
実
ら
は
興
福
寺

大

衆
を
率

い
て
保
元
の
乱
に
お
け
る
頼
長
の
危
急

に
立
向

か
お
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

む

す

び

 

以
上
、
保
元
の
乱
に
お
い
て
信
実
以
下

の
大
衆
が
藤
原
頼
長
方

の
武
力
と
し
て
参
戦
し
よ
う
と
し
た
前
提

を
探

る
た
め
、
院
政
と
の
対
立
を
中
心
に
興
福
寺

の
政
治
的

立
場
、
寺
内

の
情
勢
、
大
衆

の
動
向
等
を
考
察
し
て
き
た
。
論
旨

や
や
多
岐

に
亘

っ
た
が
、
主
要
な
論
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日

興
福
寺
と
為
政
者
と

の
対
立

・
紛
争

の
原
因
と
な

っ
た
問
題

は
、
摂
関
期

で
は
主

に
受
領

に
よ
る
寺
領

の
収
公

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
院
政
期

に
入
る
と
院
に
よ
る

強
引
な
人
事

へ
の
介
入
や
厳
し
い
寺
僧

の
処
罰
が
中
心
と
な

っ
た
。

口

か
か
る
院
と
興
福
寺

の
紛
争
の
背
景

に
は
、
興
福
寺

の
権
威
を
媒
介
と
し
た
摂
関
家

の
統

制
に
反
発
す

る
院
近
臣
た
る
藤
原
氏
支
流

の
意
図
も
あ

っ
た
が
、
よ
り
重

要
な
問
題
は
僧
綱
人
事
権

の
掌
握
を
図
る
院
が
、
維
摩
会
を
中
心
と
す
る
南
都
諸
宗

の
僧
綱
昇
進
方
式
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

固

白
河
院

に
よ
る
様

々
な
介
入
は
大
衆

の
反
発

に
よ

っ
て
後
退

・
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
鳥
羽
院
は
強
硬
姿
勢

に
転
じ
た
た
め
、
忠
実

は
大
衆

の
掌
握
に
つ
と

め
、
院

・
興
福
寺
問
の
融
和
を
図

っ
た
の
で
あ
る
。

一191

さ
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
保

元
の
乱
に
よ
る
頼
長
の
敗
北

は
、
興
福
寺

の
秩
序

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
強
盛
を
誇

っ
た
信
実
も
、
後
楯
を
失

っ
た

⑰

こ
と
か
ら
国
司
と
し
て
検
注
を
行
な

っ
た
平
基
盛

に
協
力
し
た
た
め
大
衆

の
攻
撃
を
受
け

て
没
落
し
、
さ
ら
に
雌
伏

の
末
別
当

に
就
い
た
覚
継
改
め
恵
信
も
、
大
衆
と

の

⑱

合
戦

に
敗
北
し
配
流
の
運
命
を
辿
る
。
さ
ら
に
興
福
寺

に
対

し
院

・平
氏

は
度
重
な
る
圧
迫
を
加

え
、
と
く

に
承
安
三
年
の
傲
訴
に
対
し
後
白
河
院
は
全
所
領
没
官
と
い
う

喧9

 異
常
な
処
罰
を
下
す
に
至
る

(事
例
@
)
。

そ
し
て
周
知
の
ご
と
く
、

以
仁
王
挙
兵
に
与
同
し
た
興
福
寺

に
は
平
氏

の
焼
打
と

い
う
未
曽
有

の
災
厄
が
待

ち
構
え
て
い
た

院
政
期
興
福
寺
考



院
政
期
興
福
寺
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の
で
あ

る
。

一
方
、
こ
の
時
期

に
は
も
は
や
寺
司
人
事

を
め
ぐ
る
騒
擾

は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
興
福
寺

に
関
す
る
新
ら
た
な
情
勢

の
背
景
に
あ
る
院
、
平
氏

と
い
っ
た
世
俗
権
力
と
興
福
寺
と

の
関
係
、
ま
た
寺
内
の
動
向
等

の
解
明
を
次

の
課
題
と
し
て
提
起
し

つ
つ
、
欄
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註①

『
保
元
物
語
』
「新
院
御
所
各
門
々
固
め
の
事

付
け
た
り
軍
評
定

の
事
」

②

『
兵
範
記
』
保
元
元
年
七
月
十

一
日
条
。

③

拙
稿

「摂
関
家
に
お
け
る
私
的
制
裁

に
つ
い
て
1
十

一
・
二
世
紀

を
中
心
に
ー
」
(『
日
本
史
研
究
』
二
五
五
号
所
収
)
。

④

勝
野
隆
信
氏
著

『
僧
兵
』
(日
本
歴
史
新
書
、
至
文
堂
)
参
照
。

⑤

「
天
台
座
主
良
源
起
請
」
(盧
山
寺
文
書
、
『平
安
遺
文
』
三
〇

三
)
。
こ
の
史
料
の
意
義
に

つ
い
て
は
黒
田
俊
雄
氏

『寺
社
勢
力
』
(岩
波
新
書
)
参
照
。

⑥

当
時
の
悪
僧
の
活
動
に
つ
い
て
は
勝
野
氏
註
④
前
掲
書
、
黒
田
氏
註
⑤
前
掲
書
等
参
照
。

⑦

法
性
寺

の
性
格
及
び
座
主
を
め
ぐ
る
円
仁

・
円
珍
両
派
の
抗
争
、
余
慶
の
座
主
補
任

に
関
す
る
騒
擾
の
経
緯
等

に
つ
い
て
は
、
平
岡
定
海
氏

「
藤
原
氏

の
氏
寺

の
成
立
に
つ
い
て
」

(同

氏
著

『
日
本
寺
院
史

の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
刊
〉
第
三
章
第
七
節
所
収
)
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑧

師
通
急
死
後

の
政
情
や
政
治
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦

氏

「
院
政
政
権

の

一
考
察
」

(同
氏
著

『
平
安
貴
族
社
会

の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
刊
〉
第

一
部
所
収
)
参
照
。

⑨

白
河

・
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
各
傲
訴
と
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
政
情

に
つ
い
て
は
、
高
橋
昌
明
氏
著

『
清
盛
以
前
ー
伊
勢
平
氏
の
興
隆
1
』

(平
凡
社
刊
)

に
詳
し
い
。
後
白
河
院
政
期
の

傲
訴
に
対
す
る
裁
断
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
院
政
期
政
治

史
の
構
造
と
展
開
」
(『
日
本
史
研
究
』

二
八
三
号
所

収
)
参
照
。

⑩

こ
の
事
件

の
詳
細
に
つ
い
て
は
平
岡
定
海
氏

「
六
勝
寺

の
成
立

に
つ
い
て
」

(同
氏
前
掲
書
第

二
章
第

八
節
所
収
)
。

⑪

『
釈
家
官
班
記
』
に
よ
れ
ば

「
不
レ賜
二講
師
請

一而
直
昇
二綱
維

之
位
こ

こ
と
を

「閑
道
之
昇
進
」
と
称
し
、
「
此
事
於
二南
京

一者
、

古
今
堅
停
止
軟
、
於
二
北
京
一者
、自
二
以
往

一
多
二
其

例
こ
と
い
う
状
態

で
あ

っ
た
。

⑫

西
口
順
子
氏

「白
河
御
願
寺
小
論
」
(平
岡
定
海
氏
編

『
論
集
日
本
仏
教
史
3
平
安
時
代
』
〈
雄
山
閣
刊
〉
所
収
)
。

⑬

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
三
年

七
月
十
二
～
十
五
日
条

に
、
こ
の
間
の
事
情
は
詳
し
い
。

⑭

当
時
の
近
江
守
源
済
政
、
備
中
守
藤
原
済
家
ら
は
と
も
に
道
長
家
司
と
し
て
確
認
さ
れ
る
人
物
で
あ
る

(『
日
本
史
総
覧
』

皿
国
司

一
覧
、

佐
藤
堅

一
氏

「
封
建
的
主
従
関
係
の
源
流
に

関
す
る

一
試
論
i
摂
関
家
家
司
に
つ
い
て
」
に
よ
る
)
。

⑮

大
山
喬
平
氏

「
近
衛
家
と
南
都

一
乗
院
1

「簡
要
類
聚
紗
」
考
ー
」
(岸
俊
男
教
授
退
官
記
念
会
編

『
日
本
政
治
社
会
史
研
究
』
下
〈
塙
書
房
刊
〉
所
収
)。

⑯

西

口
順
子
氏
前
掲
論
文
参
照
。

⑰

こ
の
経
緯
、
意
義
に
つ
い
て
は
平
岡
定
海
氏
、
註
⑩
前
掲
論
文

に
お
い
て
最
も
包
括
的
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

⑱

興
福
寺
と
春
日
神
社

の
結
合
に
つ
い
て
は
永
島
福
太
郎
氏
著

『
奈
良
文
化
の
伝
流
』

(中
央
公
論
社
刊
)
、
同
氏
著

『
奈
良
』
(
日
本
歴
史
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
刊
)
等
参
照
。
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⑲

『
中
右
記
』
元
永
三
年
四
月
二
十
四
日
条
。

⑳

『
僧
綱
補
任
』
。

⑳

『
殿
暦
』
康
和
三
年
十
月
十
七
日
条
。

⑳

『
中
右
記
』
康
和
四
年
八
月
六
日
、
二
十

一
日
条
な
ど
。

㊧

事
件
の
詳
細

に
つ
い
て
は

『
長
秋
記
』
永
久
元
年
閏
三
月
二
十
、
二
十
二
日
条
、
『
永
久
元
年
記
』
永

久
元
年
閏
三
月
二
十
、
二
十

一
日
条
等
参
照
。

⑳

『
中
右
記
』
永
久
二
年
五
月
二
十
九
日
条
。

⑳

註
⑳
に
同
じ
。
な
お
帰
参
し
た
宗
忠
の
報
を
受
け
た
忠
実

は

「
覚
晴
講
師
事
、
天
之
所
γ与
也
。
不
レ
可
レ尋
二年
歯

↓可
レ
然
之
時
也
。
今
日
可
二仰
下
こ

と
し
て
、

一
応
形
の
上
で
は
最
終

的
な
補
任
権
を
行
使
し
て
い
る
が
、
院
の
人
選
に
服
従
し
て
い
る
。

⑳

『
中
右
記
』
永
久
二
年
十
月
二
十
六
日
条
。

⑳

『
三
会
定

]
記
』

一
。
顕
隆
朝
臣
に
よ
る
興
福
寺
に
対
す
る

「
不
善
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
後
述
参
照
。

⑱

『
殿
暦
』
永
久

二
年
十
月
十

一
日
条
。

㊧

註
⑳
に
同
じ
。

⑳

事
件
の
発
端
及
び
院
勘
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は

『
中
右
記
』
康
和
四
年
七
月
十

一
日
～
八
月
七
日
条
。

⑳

『
殿
暦
』
康
和
四
年
七
月
二
十
九
日
条
。

⑫

『
中
右
記
』
康
和
四
年
十
月
九
日
条
。

『
中
右
記
』
、
『
殿
暦
』
康
和
五
年
五
月
十

一
日
条
。
こ
れ
は
三
月
末
以
来
続
い
て
い
た
大
衆
の
騒
擾

(事
例
⑳
)
を
鎮

め
る
た
め
で
あ

っ
た
。

⑭

『
中
右
記
』
永
久
元
年
閏
三
月
二
十
九

日
条
。
高
橋
昌
明
氏
註
⑨
前
掲
書
参
照
。

㊧

『
興
福
寺
略
年
代
記
』
、
『春
日
権
現
験
記
』
。

⑳

『
殿
暦
』
永
久
元
年
六
月
八
日
条
。

⑰

事
件
の
発
端
に

つ
い
て

『
春
日
神
主
祐
賢
記
』
に
よ
る
と
、
永
久

四
年
五
月
十
二
日
に
す
で
に
神
木

の
遷
座
が
な
さ
れ
て
お
り
、
原
因
は

「讃
岐
守
顕
能

隣
鰍
舘
顕
於
二彼
国
一陵
q
礫
当
寺

仕

丁
丸
こ

し
た
た
め
で
あ

っ
た
と
す
る
。
ま
た
事
態
の
推
移
に

つ
い
て
は

『
殿
暦
』
同
年
七
月
十
三
～
八
月
十
五
日
条
参
照
。

⑳

『
殿
暦
』
永
久
四
年
七
月
二
十
六
日
条
。

⑲

目
代
は
処
罰
を
受
け
た

(『
殿
暦
』
永
久
四
年
十
二
月
十
五
日
条
)
が
、
顕
能
は
保
安
元
年
ま

で
在
任

し
て
い
る
。

⑳

『
殿
暦
』
永
久
五
年
五
月
二
十

一
日
条
。

⑪

『
殿
暦
』
元
永
元
年
八
月
三
日
条
。
ま
た
同
書
九
月
五
日
条

に
も
同
様

の
記
述
が
あ
る
。

⑫

註
⑳
に
同
じ
。

⑬

『
中
右
記
』
長
承
二
年
七
月
十
七
日
条
。
同
書

に
よ
る
と

「
興
福
寺
之
司

ハ
源
氏
不
レ成
之
由
、

云
伝
也
。

此
僧
都
源
氏
也
。

已
例
出
来
了
」
と
あ
り
、
き
わ
め
て
異
例
な
人
事

で
あ

っ

院
政
期
興
福
寺
考
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た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑭

密
教
系
僧
徒
の
僧
綱
昇
進
方
式
と
し
て
、
尊
勝
寺
、
東
寺
の
灌

頂
が
確
立
さ
れ
る
過
程
は
、
平
岡
氏
註
⑩
前
掲
論
文

に
詳
し
い
。

⑮

北
京
三
会
確
立
の
意
義
に
つ
い
て
は
平
岡
氏
註
⑩
前
掲
論
文
、
平
雅
行
氏

「
中
世
仏
教
と
国
家

・
社
会
」
(『日
本
史
研
究
』

二
九
五
号
4
等
参
照
。

⑯

西
口
順
子
氏
註
⑫
前
掲
論
文
。

⑰

鳥
羽
院
政
の
特
質
と
し
て
忠
実

の
籠
居
免
除
に
代
表
さ
れ
る
摂
関
家
と
の
対
立
緩
和
、
荘
園
整
理
の
放
棄
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
白
河
院
に
よ
る
専
制

の
強
化

・
完
成

を
引
き
継
い
で
摂
関
家
以
下
の
従
属
を
前
提
と
し
た
措
置
と
言
え

る
。

こ
う
し
た
鳥
羽
院

の
姿
勢
が
対
興
福
寺
強
硬
策

に
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑱

こ
の
事
件
の
全
容
に
つ
い
て
は
角
田
文
衛
氏

「聖
武
天
皇
陵
と
興
福
寺
僧
信
実
」
(同
氏
著

『
王
朝
の
明
暗
』
〈
東

京
堂
出
版
刊
〉
所
収
)

に
詳
し
い
。

ま
た
こ
の
事
件

の
も

つ
歴
史
的

意
味
に
つ
い
て
は
上
横
手
雅
敬
氏

「
院
政
期

の
源
氏
」
(御
家
人
制
研
究
会
編

『
御
家
人
制

の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館

刊
〉
所
収
)
、
拙
稿
註
③
前
掲
参
照
。

⑲

『
長
秋
記
』
大
治
四
年
十

一
月
十

一
日
条
。

⑭

『
長
秋
記
』
、
『中
右
記
』
大
治
四
年
十

一
月
十

一
日
～
二
十
九

日
条
な
ど
。

⑪

『
中
右
記
』
大
治
四
年
十

一
月
三
十
日
条
。

『
中
右
記
』
保
延
三
年
正
月
十
四
日
条
。

⑬

『
中
右
記
』
保
延
三
年
二
月
十

一
日
条
。
『
僧
綱
補
任
』
な
ど
。

⑭

『
中
右
記
』
保
延
三
年
正
月
二
十
四
日
条
。

『
興
福
寺
別
当
次
第
』
。

註
⑬
参
照
。

⑰

『
興
福
寺
別
当
次
第
』
、
『南
都
大
衆
入
洛
記
』
保
延
五
年
三
月
九
日
～
二
十
九
日
条
。
事
件
の
意
義
に
つ
い
て
は
高
橋
昌
明
氏
註
①
前
掲
書
参
照
。

『
南
都
大
衆
入
洛
記
』
保
延
五
年
十

一
月
十
日
～
十
二
月
十
日
条
。
『百
錬
抄
』
保
延
五
年
十

一
月
十
六
日
、
十
二
月
二
日
条
。

⑲

『
興
福
寺
略
年
代
記
』
、
『興
福
寺
別
当
次
第
』
。

⑳

『
台
記
』
久
安
四
年
八
月
二
十
七
日
。

こ
の
事
件
の
意
義
に
つ
い
て
は
拙
稿
註
③
前
掲
参
照
。

⑪

『
南
都
大
衆
入
洛
記
』
外
記
日
記
久
安
六
年

八
月
十
六
日
条
。

拙
稿
註
③
前
掲
論
文
参
照
。

⑬

信
実
に
つ
い
て
は
、
角
田
文
衛
氏
註
⑱
前
掲
論
文
、
平
田
俊
春

氏

「南
都
北
嶺
の
悪
僧

に
つ
い
て
」
(平
岡
定
海
氏
編

『論
集
日
本
仏
教
史
』
3
平
安
時
代
〈
雄
山
閣
刊
〉
所
収
)
、
五
味

文
彦
氏

「儒
者

・
武
者
及
び
悪
僧
」
(同
氏
著

『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
〈
山
川
出
版
刊
〉
第
三
部
第

一
章
所
収
)
等

参
照
。

⑭

例
え
ば
当
時

の
南
都
を
代
表
す
る
悪
僧
覚
仁
が
私
領
主
と
し
て

の
武
力
を
背
景
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
、

久
野

修
義
氏

「覚
仁
考
-
平
安
末
期

の
東
大
寺

と
悪
僧
1
」

(『
日
本
史
研

究
』

二

一
九
号
所
収
)
参
照
。

興
福
寺
が
春
日
神
社
と

の
結
合
を
強
め
な
が
ら
、

大
和
を
基
盤
と
す
る
上
層
農
民
、

在
地
領
主
層

で
あ
る
神
人
を
吸
収
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
が

(
二
二

頁
)、
さ
ら
に
大
規
模
な
傲
訴
に
お
い
て
国
内
の

「俗
兵
士
」
と
称

さ
れ
る
武
士
を
大
量
に
動
員
し
て
い
た

(竹
内
理
三
氏

「
貴
族
と
寺
院

V
寺
院

の
封
建
化
」
〈
同
氏
著

『
律
令
制
と
貴
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族
政
権
』
第
皿
部
貴
族
政
権
の
構
造

(御
茶

の
水
書
房
刊
)
所
収
〉
)
よ
う
に
、
大
和
国
内

の
領
主
層

の
政
治
的
統
合
者
と
い
う
性
格
も
あ
わ
せ
も

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
こ
と
は
別
当

・
大
衆
間
な
ど
の
内
紛

に
際

し
、
近
隣

の
有
力
武
士
団
が
参
戦
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
う

こ
と
が
で
き

る
。

65

『
兵
範
記
』
仁
平
一.一年
六
月
六
日
条
に
よ
れ
ば
頼
長
は
寺
僧
相

互
の
所
領
争
論
を
長
者
裁
に
よ

っ
て
決
定
し
て
い
る
。

麓

覚
継
か
ら
の
所
領
収
公
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

『
兵
範
記
』
保
元
元
年
七
月
十

一
口
条
参
照
。

締

信
実
の
没
落
に

つ
い
て
は
註
⑱
前
掲
角
田
氏
、
註
63
前
掲
平
田
氏
論
文
参
照
。

⑱

『
興
福
寺
別
当
次
第
』
、
大
山
氏
註
⑮
前
掲
論
文
参
照
。

(69
・

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
田
中
文
英
氏

「後
白
河
院
政
期

の
政
治

権
力
と
権
門
寺
院
」
(『
日
本
史
研
究
』

二
五
〇
号
所
収
)

に
最
も
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま

た

、

こ
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